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平和行動 in長崎 ・ナガサキ集会 
平和行動 in 長崎については広島に続き、1945 年 8 月 9 日午

前 11 時 2 分、米軍によって長崎にも原子爆弾が投下。約 7 万

4,000 人が亡くなり、約 7 万 5,000 人が重軽傷を負ったほか、

今も多くの人が後遺症に苦しんでいます。長崎の地から世界に

向けて、平和への祈りを込め、二度と核兵器が使われないよう

訴え続けています。 

私たちは、世界各地で緊張感が高まる時だからこそ、「長崎

を最後の被爆地に」を合言葉に、核兵器廃絶と世界の恒久平和

に向けた取り組みに全力を傾注して行かなければなりません。 

連合 2025 平和ナガサキ集会 ～語り継ぐ戦争の実相と運動

の継続で 核兵器廃絶と恒久平和を実現しよう～をスローガ

ンに、連合 2025 平和ナガサキ集会が,2025 年 8 月 8 日（金）15

時 30 分より長崎県立総合体育館で開催されました。平和ナガサ

キ集会では、「被爆者の訴え」その後「平和アピール」「ピースフ

ラッグ」「エンディング（For the Peace of the world）」実施し

ました、2,054名の全国の仲間や、地元長崎の構成組織と各地協が

参加し開催されました。連合諌早島原地協より諫早地区・島原地

区各構成組織よりおおくの皆様に参加いただき、感謝申し上げま

す。 

また、翌日の 9日は長崎原爆犠牲者慰霊平和祈念式典や、爆心

地公園（平和公園）でピースウォークが実施され、全国地方連合

会や各構成組織より多数の方々が参加されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平和行動 in広島 
平和行動 in 広島は第二次世界大戦終結直前の 1945 年 8 月 6

日午前 8 時 15 分、米軍によって原子爆弾が広島に投下。約 14

万が亡くなり、今も多くの人が後遺症に苦しんでいます。人類史

上初めて原子爆弾が投下された広島の地から世界に向けて、悲劇

が二度と繰り返されないよう訴え続けています。平和行動に広島

については、連合長崎からは 13名参加、諫早・島原地協から県教組

三海総支部の山田 乃里子さんを派遣しました、 

ヒロシマ集会は広島市上野学園ホールにおいて開催され、参加者

1,711 名で開催されました。フィールドワークについては原爆資料

館と被爆路面電車乗車学習会が実施されました。また、翌日の 6 日

は高藤会長は広島市の原爆死没者慰霊式に参加、その他参加者は、

広島市立大学のキャンパスに設置され平和の鐘、例年 8 月 6 日と 9

日に打鐘式が行われている、6 日連合本部、連合広島、連合長崎か

らの参加者で時刻 8時 15分に打鐘を行いました。 

 

平和行動 in沖縄 
6 月 23 日は、1974 年に制定された沖縄県の条例により、

戦争の惨禍が再び起こることのないよう、人類普遍の願い
である恒久平和を希求するとともに、戦没者の霊を慰める
ため、「慰霊の日」と定められています。 

連合では平和行動を通じて、その地を訪れ、平和とは・
戦争とは何かを知り、未来に向けて何ができるかを考え、
行動する機会としています。 
本年は連合長崎から 15 名が参加しています。また、連合

諫早・島原地協より自治労諫早市労連 下平 信哉さんに
参加いただきました。 
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アジア・アフリカ支援米の取り組みについて 
 連合長崎では、アジア・アフリカで飢餓に苦しむ人たちを少し

でも救済するため、96 年秋からは連合長崎・各地協を通じた「米

ひとにぎり運動」と「カンパ運動」を実施し、97 年 5 月から県下

各地で田植え・稲刈りを行っています。 

 こうした支援田での米の収穫と、構成組織組合員からのカンパ

による米の追加購入により米を海外に輸送しており、今年も

2,925kg をマリ共和国とカンボジア・くっくま孤児院、長崎県内の

こども食堂（23 か所）、つなぐＢＡＮＫ（ひとり親家庭福祉会なが

さき）に発送（寄贈）いたしました。 

 今年は 30 年目となる継続的な活動として、下記のとおり取り組

みを行いますので、地協・ブロック、構成組織のご協力をお願い

いたします。 

【諫早地区：島原地区実施しました】 

※諫早地区の田植え 2025 年 6 月 1 日（日） 10：00～実施 

 ※諫早地協：諫早地区労福協役員とその家族 14 名で実施 

 ※島原地区の田植え 2025 年 6 月 21 日(日) 10：00～実施 

※島原ブロック役員・組合員とその家族で実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

連合諫早・島原地協ボランティア活動 
1957 年 7 月 25 日諫早大水害が発生し多くの方々がなくなら

れました、当時諫早地方を襲った集中豪雨は本明川上流で山崩

れを引き起こし、土石流や洪水が下流の民家や田畑を襲った。

「多くの人が亡くなり、悲しみは深かったが市民が『いい諫

早・いい街にしようと』負けじ魂を発揮して一致団結し現在に

至っています。 

68 年間諫早市では継続し、犠牲になられた御霊に対して、灯

籠を本明川に流し、現在は諫早万灯川まつりとして、継続し執

り行われています。 

連合長崎諫早・島原地協も 23 数団体 900 名と共にボランテ

ィアとして参加しております、本年度は 45 名の参加者のもと、

準備から灯籠の点火等々や回収業務を実施しました、参加され

た多くの構成組織の組合員の皆さんと、夕刻から終了までの長

時間ご協力ありがとうございました。 

次年度も多くの皆さんの参加お願いいたします。又、本年度

も花火 2500 発も打ち上げられました。 

勤務終了後に参加いただいた組合員の皆さんお疲れさまでし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長崎県令和７年度最低賃金改正 
 

※９月２日、長崎地方最低賃金審議会における

採決の結果、公・労賛成 9 名、使側反対(退席)4

名となり、賛成多数で結審され、意義申し立て

等を経て、時間額 78 円の引上げ、12 月 1 日付

1,031 円で発効予定となった。 

 

2024 年度最低賃金   時 間 額 ９５３円 

 

◆ 現行最低賃金額  時 間 額  1,031 円 

◆ 引 上 げ 額  時 間 額   ７８円 

◆ 引 上 げ 率             ８．２％ 

◆ 発効日予定（法定）２０２５年１２月１日 

第 68 回諫早万灯川まつり参加者、作業風景 

令和７年度 地域別最低賃金 全国一覧 


